































ンク ・コスト:sunk cost) Jなる考えがあると経済学者lからきいた。経済学で
は初歩的な観念、であるらしいが、サンク ・コストとは、事業に投下した資金の














































アニミズムとは、イギリスの人類学者エドワード・パーネッ ト・ タイラー (Sir
Edward Burnett Tylor 1832-1917)が、その著書『原始文化 (Primiti ve Cul ture) ~ 
(1871年)のなかで、 「もの」に命を認める原始的な感受性を指して使ったの
が最初であるが、その際の「命」とは anima(うごく <いのち>)ではなくて










筑摩書房、 1974年、 114・ 118 頁(初出『思想~ 1940年)。
4湯本豪一『百鬼夜行絵巻』小学館、 2005年， 53-54頁。
5 Edward Burnett Tylor， Primitive Culture， vol. 1， London， 1929， fifth 


























































レナイオス (Eirenaiosc. 130-c. 200)が「神の子である者が人の子となったの
は、人間が神のことばと混ぜ合わされ、神の子となる恵みを受けて神の子とな
るためで、あったJ7と言い、アタナシオス (AthanasiusAlexandrinus， c. 296-373) 
が「この方(言)が人となられたのは、われわれを神とするためであるJ8と記
し、さらにはマルティン ・ルター (MartinLuther 1483-1546)が神と人との「喜
ばしき交換 (derfrohliche Wechsel) J 9を言う、あの「物質の聖化」である。
7 W異教徒駁論jAdversus Haereses， 111， 19， 1 
8 W言の受肉j54， 3 
9 Martin Luther， Von der Freiheit eines Christenmenschen， Ausgewahlte 






























10 St John of Damascus， Three 1}eatises on the Divine Images， Crestwood， 
2003. 

































14 Wエンネアデス (Enneades: 6つの9篇集)j)第 l巻 6章8
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図5 松本竣介(1912-48年)
WY市の橋~41x53cm
1946年
京都国立近代美術館
? ??
?
図7 松本竣介(1912-48年)
『神田付近~24x33cm
1946年頃個人蔵
図9 松本竣介
(1912 -48年)
『建物(茶)~60.5x73cm 
1948年5月
東京国立近代美術館
図10松本竣介(1912-48年)
『彫刻と女~116.8x91.0cm 
1948年5月 福岡市美術館
- 64 
図6松本竣介
(1912 -48年)
『焼跡風景』
23.6x53.2cm 
1946年頃中野美
術館
図8 松本竣介(1912-48年)
『建物(青)~24x33cm
1948年5月 大川美術館
